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究
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成
・
改
編
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享
受
の
場
―
阿
部
亮
太
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【
目
次
】
は
じ
め
に
第
一
章
認
識
と
し
て
の
「
保
元
・
平
治
」
―
物
語
は
院
政
期
の
動
乱
を
い
か
に
捉
え
直
す
か
―
第
一
節
問
題
の
所
在
第
二
節
認
識
方
法
の
多
様
性
第
三
節
軍
記
三
作
品
に
お
け
る
「
保
元
・
平
治
」
第
四
節
軍
記
三
作
品
以
前
に
お
け
る
「
保
元
・
平
治
」
第
五
節
ま
と
め
第
二
章
文
保
本
『
保
元
物
語
』
の
来
歴
と
生
成
環
境
―
「
光
臺
寺
」
と
「
法
花
院
」
を
め
ぐ
っ
て
―
問
題
の
所
在
第
一
節
中
世
の
「
大
和
国
光
台
寺
」
第
二
節
「
大
和
国
光
台
寺
」
の
所
在
地
第
三
節
長
禄
本
『
剣
巻
』
を
取
り
巻
く
環
境
第
四
節
文
保
本
と
「
法
花
院
」
の
所
在
地
第
五
節
来
歴
と
生
成
環
境
第
六
節
文
保
本
の
第
三
章
『
保
元
物
語
』
鎌
倉
本
・
宝
徳
本
の
共
通
祖
本
―
両
系
統
本
文
成
立
の
前
提
と
し
て
―
問
題
の
所
在
第
一
節
第
二
節
共
通
祖
本
Ｘ
の
編
纂
方
針
⑴
第
三
節
共
通
祖
本
Ｘ
の
編
纂
方
針
⑵
第
四
節
共
通
祖
本
Ｘ
の
成
立
上
限
ま
と
め
第
五
節
第
四
章
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
編
者
考
―
『
壒
囊
鈔
』
を
用
い
た
評
論
群
を
中
心
に
―
第
一
節
問
題
の
所
在
第
二
節
藤
原
頼
長
批
評
第
三
節
源
義
朝
批
評
第
四
節
鳥
羽
院
批
評
第
五
節
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
編
者
考
第
五
章
天
理
本
『
梅
松
論
』
と
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
―
行
誉
の
編
集
を
考
え
る
―
第
一
節
問
題
の
所
在
第
二
節
院
政
批
判
に
関
す
る
記
事
の
検
討
第
三
節
鳥
羽
院
の
御
遺
誡
に
関
す
る
記
事
の
検
討
第
四
節
ま
と
め
第
六
章
崇
徳
関
連
話
群
の
再
検
討
―
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
編
集
意
図
―
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第
一
節
問
題
の
所
在
第
二
節
〈
蓮
如
説
話
〉
と
朗
詠
を
め
ぐ
る
問
題
第
三
節
〈
康
頼
記
事
〉
の
検
討
第
四
節
崇
徳
関
連
話
群
と
西
行
第
五
節
延
慶
本
の
編
集
意
図
と
そ
の
方
法
お
わ
り
に
初
出
一
覧
【
要
約
】
本
論
文
「
保
元
物
語
』
の
研
究
―
本
文
の
生
成
・
改
編
・
享
受
の
場
―
」
は
『
保
元
物
語
』
十
『
、
三
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
を
研
究
対
象
と
す
る
。
以
下
【
目
次
】
に
示
し
た
、
全
六
章
の
構
成
に
従
っ
て
、
本
論
文
の
概
要
を
説
明
す
る
。
「
は
じ
め
に
」
で
は
『
保
元
物
語
』
の
研
究
史
を
概
観
し
た
上
で
本
論
文
の
目
的
を
述
べ
た
。
戦
後
、
の
『
保
元
物
語
』
研
究
に
よ
り
、
本
作
の
諸
本
は
お
よ
そ
十
系
統
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
う
ち
文
保
・
半
井
本
系
統
、
鎌
倉
本
、
京
図
本
系
統
、
金
刀
比
羅
本
（
宝
徳
本
）
系
統
、
流
布
本
（
古
活
字
本
）
系
統
の
五
系
統
が
重
視
さ
れ
た
。
特
に
古
態
性
を
多
く
保
存
す
る
文
保
・
半
井
本
系
統
、
室
町
期
に
流
布
し
た
宝
徳
本
系
統
、
江
戸
期
以
降
流
布
し
た
古
活
字
本
系
統
の
主
要
三
系
統
を
以
て
、
本
作
の
大
ま
か
な
全
体
像
を
捉
え
る
見
方
は
、
現
在
に
も
通
用
す
る
基
本
的
な
方
法
と
い
え
よ
う
。
如
上
の
『
保
元
物
語
』
研
究
史
は
古
態
性
の
追
求
が
一
つ
の
軸
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
近
年
の
『
平
家
物
語
』
研
究
で
は
、
最
古
態
本
と
考
え
ら
れ
て
き
た
延
慶
本
の
古
態
性
が
相
対
化
さ
れ
、
古
態
性
の
認
。
、
定
に
は
徹
底
的
な
諸
本
比
較
が
不
可
欠
だ
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
本
論
文
は
こ
の
動
向
に
学
び
『
』
、
、
保
元
物
語
の
原
作
を
見
据
え
て
諸
本
比
較
に
徹
し
理
論
上
原
作
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
原
態
本
文
及
び
主
要
三
系
統
本
文
の
生
成
（
改
編
）
に
関
わ
る
現
場
の
究
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
『
保
元
物
語
』
の
原
作
を
見
透
か
す
た
め
に
、
そ
の
原
態
本
文
の
生
成
期
の
歴
史
認
識
、
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
提
起
し
た
問
題
は
、
従
来
の
一
般
通
念
、
す
な
わ
ち
保
元
の
乱
と
平
治
の
乱
を
「
保
元
･ 平
治
の
乱
」
の
よ
う
に
一
組
の
画
期
的
事
件
と
し
て
捉
え
る
認
識
が
、
本
作
の
成
立
期
に
存
在
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
章
で
は
ま
ず
、
こ
の
認
識
方
法
が
軍
記
三
作
品
と
同
時
期
に
成
立
し
た
『
六
代
勝
事
記
『
承
久
記
』
に
は
確
認
で
き
ず
、
軍
記
三
作
品
成
立
期
の
多
様
な
歴
史
認
識
の
型
』
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
軍
記
三
作
品
の
共
通
点
と
し
て
、
特
に
源
平
抗
争
の
前
哨
戦
と
し
て
両
乱
を
捉
え
る
点
、
及
び
両
乱
に
跨
が
る
因
果
応
報
の
生
涯
を
展
開
し
た
信
西
（
ま
た
源
義
朝
）
を
素
材
と
し
た
認
識
方
法
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
平
治
の
乱
か
ら
承
久
の
乱
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
『
今
鏡
『
愚
管
抄
』
に
は
軍
記
三
作
品
通
有
の
要
素
二
点
が
見
出
せ
な
い
こ
と
を
明
』
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
軍
記
三
作
品
は
「
保
元
・
平
治
」
と
い
う
認
識
と
呼
称
を
初
め
て
定
着
さ
せ
、
後
代
の
歴
史
認
識
の
あ
り
方
に
広
汎
な
影
響
を
与
え
た
作
品
群
だ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
第
二
章
で
は
『
保
元
物
語
』
諸
本
中
の
最
古
写
本
、
彰
考
館
文
庫
蔵
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
書
写
、
奥
書
本
（
文
保
本
）
の
来
歴
と
生
成
環
境
を
究
明
し
た
。
該
本
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
二
条
寺
主
家
（
興
福
寺
一
乗
院
門
跡
坊
官
）
憲
乗
よ
り
水
戸
史
臣
佐
々
宗
淳
に
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
書
写
奥
書
本
『
平
家
物
語
剣
巻
（
長
禄
本
『
剣
巻
）
と
共
に
譲
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
該
本
に
は
一
丁
表
』
』
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内
題
下
方
に
「
光
台
寺
継
実
、
奥
書
に
「
法
花
院
」
と
い
う
識
語
が
確
認
さ
れ
る
が
、
従
来
そ
の
意
味
」
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
だ
っ
た
。
本
章
で
は
両
寺
院
の
名
の
載
る
資
史
料
を
調
査
し
、
ま
ず
「
光
台
寺
」
が
現
奈
良
県
奈
良
市
池
田
町
（
広
大
寺
池
南
西
）
の
唐
招
提
寺
系
律
宗
寺
院
、
次
に
「
法
花
院
」
が
現
奈
良
市
森
本
町
の
東
大
寺
末
寺
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
い
ず
れ
も
廃
寺
。
す
な
わ
ち
、
文
保
）
「
」
、
「
」
。
本
は
東
大
寺
系
列
の
法
花
院
で
編
ま
れ
興
福
寺
系
列
の
光
台
寺
へ
と
伝
来
し
た
の
で
あ
る
こ
の
検
証
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
柿
本
寺
（
東
大
寺
系
列
）
で
書
写
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
加
え
て
、
ず
、
最
終
的
に
二
条
寺
主
家
の
許
へ
伝
領
さ
れ
た
長
禄
本
『
剣
巻
』
の
事
例
を
確
認
し
た
。
文
保
本
が
成
立
よ
り
彰
考
館
に
法
花
院
・
光
台
寺
・
柿
本
寺
が
地
理
的
に
近
接
す
る
こ
と
も
指
摘
し
、
至
る
ま
で
奈
良
県
の
一
部
地
域
を
出
な
か
っ
た
伝
本
で
あ
り
、
そ
の
成
立
に
は
南
都
寺
院
社
会
の
文
芸
活
動
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
第
三
章
で
は
、
中
世
に
最
も
流
布
し
た
と
目
さ
れ
る
宝
徳
本
系
統
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
。
先
行
研
究
で
は
、
当
該
系
統
の
前
段
階
に
は
鎌
倉
本
と
の
共
通
祖
本
（
共
通
祖
本
Ｘ
」
と
す
る
）
が
想
定
さ
「
れ
、
そ
の
段
階
で
宝
徳
本
本
文
の
大
部
分
は
既
に
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
は
深
く
踏
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
諸
本
比
較
に
よ
り
、
特
に
鎌
倉
本
・
宝
徳
本
の
共
通
記
事
を
抽
出
し
て
そ
の
実
態
を
追
究
し
、
先
行
研
究
の
見
通
し
を
追
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
共
通
祖
本
Ｘ
は
従
来
の
本
文
の
諸
要
素
（
特
に
崇
徳
と
源
氏
の
悲
劇
）
を
強
調
し
、
合
戦
の
対
立
構
図
を
明
瞭
化
す
る
傾
向
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
為
朝
渡
島
譚
を
持
た
な
い
宝
徳
本
に
、
鎌
倉
本
の
為
朝
渡
島
譚
の
詞
章
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
共
通
祖
本
Ｘ
に
は
渡
島
譚
が
存
在
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
鎌
倉
本
・
宝
徳
本
に
お
け
る
戦
乱
後
の
崇
徳
詠
歌
記
事
に
は
文
保
本
の
書
き
入
れ
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
、
共
通
祖
本
Ｘ
の
成
立
上
限
を
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
と
し
た
。
第
四
章
で
は
、
古
活
字
本
系
統
本
文
の
最
た
る
特
徴
で
あ
る
行
誉
『
壒
囊
鈔
』
に
依
拠
し
た
増
補
に
注
目
し
、
そ
の
引
用
方
法
を
分
析
し
た
。
従
来
、
こ
の
編
者
が
様
々
な
文
献
を
閲
覧
で
き
る
環
境
に
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
『
壒
囊
鈔
』
を
重
視
し
て
登
場
人
物
三
名
（
藤
原
頼
長
・
源
義
朝
・
鳥
羽
院
）
へ
の
評
論
文
を
展
開
す
る
意
図
は
、
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
こ
の
編
者
の
意
図
を
検
討
す
る
た
め
に
『
壒
囊
鈔
』
だ
け
で
な
く
そ
の
出
典
に
も
調
査
、
の
手
を
広
げ
、
ま
た
『
保
元
物
語
』
諸
本
の
比
較
を
通
し
て
古
活
字
本
の
独
自
異
文
と
右
の
評
論
群
と
の
関
係
性
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
活
字
本
本
文
編
者
が
行
誉
の
主
張
や
『
壒
囊
鈔
』
の
典
拠
を
知
悉
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
献
を
座
右
に
置
き
つ
つ
も
『
壒
囊
鈔
』
を
優
先
し
て
引
用
す
る
点
『
壒
、
囊
鈔
』
か
ら
の
引
用
が
一
つ
の
語
句
か
ら
複
数
の
記
事
ま
で
自
在
で
あ
る
点
『
保
元
物
語
』
先
行
本
文
、
の
有
す
る
設
定
を
無
視
し
て
で
も
『
壒
囊
鈔
』
記
事
を
組
み
込
む
点
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
如
上
の
編
集
が
可
能
だ
っ
た
古
活
字
本
本
文
編
者
と
し
て
、
行
誉
か
そ
の
周
辺
人
物
が
最
も
相
応
し
い
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
た
。
第
五
章
で
は
、
前
章
の
結
論
の
う
ち
古
活
字
本
本
文
を
行
誉
が
編
集
し
た
可
能
性
を
踏
ま
え
、
行
誉
の
手
に
成
る
他
作
品
を
調
査
し
た
。
す
な
わ
ち
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
天
理
本
『
梅
松
論
』
は
行
誉
の
編
集
を
経
て
お
り
、
し
か
も
先
行
研
）
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
そ
の
編
集
方
法
は
、
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
の
そ
れ
と
共
通
す
る
点
が
少
な
。
『
』
、
『
』
く
な
い
本
章
で
は
天
理
本
梅
松
論
の
独
自
記
事
を
二
箇
所
抽
出
し
そ
の
典
拠
神
皇
正
統
記
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の
記
事
が
古
活
字
本
保
元
物
語
に
引
か
れ
た
壒
囊
鈔
記
事
と
共
通
す
る
点
ま
た
天
理
本
梅
『
』
『
』
、
『
松
論
』
と
『
壒
囊
鈔
』
よ
り
う
か
が
え
る
行
誉
の
関
心
の
あ
り
方
が
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
の
そ
れ
と
も
共
通
す
る
点
を
指
摘
し
、
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
が
行
誉
の
編
集
に
成
る
本
文
で
は
な
い
か
と
い
う
前
章
の
仮
説
を
補
強
し
た
。
第
六
章
は
『
平
家
物
語
』
の
本
文
改
編
と
い
う
観
点
か
ら
『
保
元
物
語
』
受
容
の
一
側
面
を
考
察
し
た
論
で
、
全
体
の
補
説
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
一
末
所
載
の
崇
徳
関
連
話
群
に
お
け
る
編
集
方
法
と
そ
の
意
図
を
考
察
し
た
こ
の
話
群
は
他
の
軍
記
物
語
が
保
。
『
元
物
語
（
鎌
倉
本
）
を
摂
取
し
た
確
実
な
事
例
だ
が
、
双
方
の
本
文
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
矛
盾
す
る
点
が
』
多
く
、
か
つ
て
は
両
者
の
先
後
関
係
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
先
後
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
て
か
ら
、
本
文
の
不
備
に
つ
い
て
未
解
明
だ
っ
た
延
慶
本
の
編
集
方
法
は
分
析
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
延
慶
本
本
文
編
者
の
編
集
方
法
を
調
査
し
、
鎌
倉
本
『
保
元
物
語
』
に
お
け
る
蓮
如
訪
問
記
事
か
ら
肝
腎
の
蓮
如
を
捨
象
し
て
、
配
所
の
崇
徳
の
心
情
を
述
べ
る
の
に
有
用
な
文
言
の
み
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
方
法
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
平
康
頼
の
訪
問
記
事
と
西
行
の
訪
問
記
事
で
も
同
様
に
、
延
慶
本
祖
本
の
文
脈
も
し
く
は
出
典
に
登
場
し
た
人
物
を
削
除
す
る
と
い
う
方
法
が
確
認
で
き
る
点
、
他
方
で
延
慶
本
に
は
西
行
が
崇
徳
供
養
の
た
め
に
西
国
へ
訪
問
し
た
と
読
め
る
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
点
を
も
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
延
慶
本
本
文
編
者
の
意
図
は
崇
徳
と
西
行
の
好
誼
を
強
調
し
て
慰
霊
す
る
点
に
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
各
章
の
要
点
を
振
り
返
り
、
今
後
の
課
題
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
軍
記
三
作
品
の
原
態
本
文
を
想
定
し
な
が
ら
そ
の
成
立
期
の
歴
史
認
識
を
検
討
す
る
必
要
性
、
南
都
の
文
芸
活
動
と
軍
記
物
語
の
制
作
・
管
理
に
対
す
る
注
意
を
払
う
必
要
性
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
本
文
を
探
る
た
め
に
は
『
平
治
物
語
』
と
『
平
家
物
語
』
の
諸
本
を
視
野
に
入
れ
て
精
査
す
る
必
要
性
、
古
活
字
本
本
文
の
編
纂
過
程
を
一
層
詳
細
に
追
求
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
こ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
で
総
体
と
し
て
の
保
、
、
『
元
物
語
』
を
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
。
な
お
、
本
論
文
の
う
ち
、
す
で
に
公
表
さ
れ
た
も
の
の
初
出
刊
行
物
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
、
博
士
論
文
に
再
構
成
す
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
。
・
第
一
章
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
国
語
と
国
文
学
』
九
四
―
四
号
（
二
〇
一
七
・
四
）
・
第
四
章
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
文
学
・
語
学
』
二
〇
七
号
（
二
〇
一
三
・
一
一
）
・
第
五
章
『
太
平
記
』
国
際
研
究
集
会
編
『
太
平
記
を
と
ら
え
る
第
一
巻
（
笠
間
書
院
二
〇
』
一
四
・
一
一
）
・
第
六
章
大
橋
直
義
氏
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
根
来
寺
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
紀
州
地
域
の
寺
211
院
空
間
と
書
物
・
言
説
（
勉
誠
出
版
二
〇
一
七
・
六
）
』
